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熊野の徐福を訪ねて 2013年 9月 9日

神奈川徐福研究会 伊藤健二

１ はじめに

新宮市では毎年「徐福」を偲び、「徐福」の遺徳に感謝の気持ちを表すため、「徐福万燈

祭」が開催されていますが、今年も神奈川徐福研究会の田島孝子会長は新宮市長から招待

状をいただきました。同研究会のメンバーに、新宮出身の津越由康さんがいて、ちょうど

車で故郷に帰るので、８月 11 日、河野通広さんと私を含め、４人で津越さんの運転する車
で新宮に向かいました。12 日午後に式典参加し、夜は新宮徐福協会及び新宮市の職員との
交流懇親会に招かれました。また式典の前後には、津越さんの案内で、徐福の伝承地だけ

でなく、世界遺産となった熊野三山を初めとする熊野信仰の歴史遺産、また海と山が織り

なす熊野のすばらしい風景を見て回り、14日午後勝浦からＪＲで帰路につきました。
今回の旅行では、私が興味を持っている、｢徐福」「道教」「修験道」の関係を考える上

での手がかりが得られたのが大きな成果でしたので、この観点から旅行記をまとめました。

なお案内していただいた津越さんは、神社などに対する知識が豊富で、記事の多くが津

越さんから伺ったことを基に、津越さんからいただいた徐福や神社に関する資料、書物、

公式ホームページ等で確認したものです。

２ 徐福公園で供養式典

新宮駅の近くにある徐福公園内には、江戸時

代初期に紀州藩によって建立されたという徐福

の墓があります。墓の周辺の整備は以前から進

められてきましたが、平成になってから中国風

の門、徐福像等を建設し現在は徐福公園となっ

ています。

12 日午後、この徐福の墓の前で供養式典が開
催されました。外部からの参加者は、神奈川徐

福研究会の４人の他、大阪の徐福研究者である

石川幸子さん、香港徐福会で

浜松市在住の田中良司さんの

６人でした。徐福というと神

道の印象が強いが、この式典

では、新宮仏教会の住職１４

人が読経する中で参列者が墓

前に線香をあげました。式典

の初めに爆竹をならしたり、

チャイナ服を着た子供達が茶

の接待をしたりして、中国風

の演出がうれしかった。

徐福公園入り口

徐福像 徐福の墓
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式典の様子は翌日の地元の新聞に取り上げられ

ました。

式典終了後、新宮の徐福研究のさきがけとなっ

た奥野利雄先生の自宅を訪問し、線香をあげさせ

ていただきました。2011 年の水害により、熊野地
方は甚大な被害を受けましたが、奥野先生の家も

床上まで水につかって、畳の部屋はフローリング

の床に替えたそうです。

徐福の墓前で僧侶による供養

式典を伝える「紀南新聞」。このほか「熊野新聞」でも大きく報道された。



- 3 -

この日の夜、新宮徐福協会主催の懇親会が開

催されましたが、来賓の６名が招待され、主催

者側からは、新宮徐福協会の西義弘副理事長、

仲田恵子理事、山口泰郎理事、鈴木俊朗理事（新

宮市経済観光部長）、新宮市の赤松勇人商工観

光課主幹、津越紀宏商工観光課係長が出席しま

した。楽しく懇談しただけでなく、料理は初め

て食べる新宮地方ならではの、おいしく珍しい

ものでした。徐福の研究は、内容が面白いとい

うだけでなく、徐福研究を通じて国外、国内の

方々と楽しい交流を持てることが大きな魅力で

す。

翌日の夜は「熊野徐福万燈祭」が行われ、新

盆の方々の供養が行われたあと、花火大会が開

催され、最前列の席で、迫力のある花火を楽し

ませていただきました。

３ 新宮の徐福

新宮には、先に紹介した徐福公園内のほかにも、徐福ゆかりの地がいくつかあり、その

ほか熊野速玉大社（新宮）や、多くの史跡がある。直接徐福には関係がないようなもので

も、徐福を感じさせるものが多い。

中国服の子供達による茶の接待

懇親会
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① 熊野速玉大社（新宮）

熊野三山の一つ。御祭神は「熊野速玉大神（くまのはやたまのおおかみ）」と「熊野夫

須美大神（くまのふすみのおおかみ）」の二神。この二神は「イザナギ」と「イザナミ」

とされているが、古事記の神々にされたのは後世の話である。その他の熊野三山などの熊

野の神々も、元々は古事記にない神々であり、興味がそそられる。なお、伊邪那岐は徐福

だと言う者もいる。

「新宮」は熊野三山の一つである「本宮」の分家のように誤解されるが、もともとは近隣

の神倉山の磐座に祀られていた神が、現在地に移ったもの。神倉山にあった元宮に対して

現在の社殿を新宮とも呼ぶ。

② 神倉神社

新宮市内からよく見える権現山の山腹に、

巨石がご神体として祀られている神倉神社が

ある。我々四人は汗をかきながら 538 段の階
段を登り、やっと到着した。スサノオ等の古

事記の神々が登場する前、日本の神道は自然

崇拝であったが、この時代からの自然石をご

神体とする磐座（いわくら）である。現地の

案内表示によれば、熊野三山の神の降臨の場

所とされ、また神武天皇の東征の時に立ち寄

った天磐盾（あめのいわたて）であると説明

されている。神武天皇は徐福だという人もいる。ここはかって修験者の行場として栄えた

が現在は礎石が残るだけである。

③ 阿須賀神社 （境内に徐福の宮）

熊野川のほとりに小高い「蓬莱山」があり、こ

こも元々は原始神道の自然崇拝であったと考えら

れる。この神社の境内に、1986年に再建された「徐
福の宮」があり、徐福が祀られている。 津越さ

んの友人でもある阿須賀宮の西俊行宮司は、宮司

とはとても思えない気さくな方で、横笛がとても

うまい。我々にもきかせてくれたが、神社の静か

な雰囲気の中で、透き通るような音色は荘厳な気

持ちにさせてくれる。

2013 年１月、西村京太郎の推理小説『南紀新宮
・徐福伝説の殺人』が発行されたが、この中に徐福宮

の宮司と称する、笛のうまい宮司らしからぬ風貌の人

物が登場する。このモデルとなったのが西宮司だ。

神奈川徐福研究会では一昨年、中国の「慈渓市徐福

研究会」が作成した連環画（漫画）『徐福東渡の物語』

の日本語訳を発行したが、これを新宮徐福協会及び西

宮司に進呈したところ、これが新聞記事となったので、

次のページに紹介します。

阿須賀神社で笛の演奏を聴く

神倉神社のご神体「ごとびき岩」

笛を演奏する西宮司
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④ 秦徐福重臣塚

新宮の塚町の道ばたに、徐福の重臣を祀った三

角形の自然石でできた塚がある。以前はこのよう

な塚が７つあったが、他の塚は失われてしまい、

大正時代、ここの塚を復元整備したそうだ。同じ

く大正時代、徐福公園にも七塚の碑として石碑が

建てられた。

「塚町」という地名が現在も使われていることが

嬉しく思う。

神奈川徐福研究会で編集した翻訳本が、新聞記事になる。

秦徐福重臣塚
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⑤ 王子神社（浜王子）

熊野古道を歩くと、所々に王子神社がある。王子とは熊野権現の御子神とされ、参詣者

を庇護した。王子の設立は、中世熊野詣において先達をつとめた熊野の修験者によるもの

ということだ。最盛期には８０を超えたというが、明治政府の神社合祀令により、多くは

破壊され、現在残っているのはわずかだ。ここの浜王子も明治時代に一度廃された。しか

し和歌山県出身の博物学者、生物学者である南方熊楠（みなかた くまぐす）らは神社合祀

に対し激しい反対運動を行い、各地の王子神社破壊の様子も生々しく記述している。南方

らの反対運動が実り、大正９年、議会で「神社合祀無益」と決議され、この浜王子も地元

の力で大正末に復社した。しかし各地の伐採された鎮守の森が元に戻ることはできない。

現地の案内看板に、元享２年（１３２２

年）領主の豊島近太夫が、武蔵国豊島郡の

飛鳥山に分霊を移した、と書いてあった。

飛鳥山は現在は北区であるが、以前は豊島

郡であり、ここには現在も王子神社があり、

近くにはＪＲの王子駅がある。

池上正治著『徐福』238 ページに、王子
神社に残された絵巻が掲載されているが、

船にのった徐福一行が描かれている。新宮

の「阿須賀」も古地図では「飛鳥」と記さ

れており、東京の王子神社がある飛鳥山も

新宮の阿須賀に関係すると考えられる。

４ 熊野市の徐福

「熊野」、という地名は非常にわかりにくい。行政区分ではなく、和歌山県と三重県の紀

伊半島南半分を総称して「熊野」と言い、共通の地域文化を持っていた。日本書紀の記述の

中に、神武東征のとき立ち寄った、熊野神邑(みわのむら＝現新宮市)、イザナミを葬った熊

野有馬村（現熊野市有馬町）などが見られる。

和歌山県の新宮は熊野地方の中心地として栄え、三重県の「熊野市」は、昭和29年、町

村合併であらたに誕生した市だが、いずれも歴史が豊かな「熊野」の地だ。

この熊野市にも徐福伝説が存在する。

① 徐福の宮

徐福を祀る徐福の宮は、熊野市波田須（は

だす）にあるが、波田須の地名は、古くは

「泰住」と記されていたそうだ。国道から

小型車がやっと入れる狭い路の急斜面を下

った集落の中にあった。「矢賀の蓬莱山」と

も呼ばれる小高い丘に巨木が茂り、遠くか

ら眺めると海を背景とした美しい農村風景

を形作っている。そこには「徐福の宮」が

（池上正治著『徐福』より転写）

徐福の宮と守り抜いた鎮守の森
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あり、かたわらに徐福の墓も祀られている。「徐福の宮」は江戸

時代からあったが、明治政府の神社合祀により近くにある「波田

須神社」に統合され、廃社となった。しかし氏子たちは明治４０

年、ここに墓を作り、名目上は墓を守るということで密かに徐福

の宮を祀りつづけ、戦後に復社を果たしたそうだ。結果として巨

木が茂る鎮守の森も守り抜いたという、感動する話だ。

神社は、アマテラスだとかスサノオなどの古事記の神々を祀る

のが当たり前のように思われているが、地域に功績のあった人を

祀るモニュメント的な神社も多くある。しかし明治政府は国家中

心の祭祀体制の形成のため、合祀令により多くの神社の統合を進

め、また国家神道にそぐわない神々を退けた。特に三重県や和歌

山県は合祀が激しく、残った神社は六分の一以下と言われる。明治時代の「徐福の宮」を

取り巻く歴史環境がどのようなものであったか、興味が持たれる。

なお、波田須神社の向かいに｢徐福茶屋｣があり、残念ながらこの日は閉まっていたが、

週末開店し、地元の方々のサロンとなっているそうだ。

徐福の墓

熊野地方地図 ○は熊野三山 ☆はその他の訪れた場所
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② 徐福文字岩

熊野市の街中に急に切り立たった岩が現れ、

そこに漢詩が刻んである。

驚去徐仙子 深入前秦雲

借問超逸趣 千古誰似君

梅華仙史題

「徐福は秦より去り蓬莱の国仙境へ進んで深く

入った。問うてみたいものであるが、世俗を超

逸した趣は千古の昔から、君に及ぶものがある

だろうか。」 （訳は『ロマンの人・徐福』奥

野利雄著による）

寛政７年（１７９５）伊勢の医師、橘南谿（たちばななんけい）の詠んだ詩を刻んだも

のだそうだ。

③ 花窟神社（はなのいわやじんじゃ）

巨岩である磐座（いわくら）が神体

『日本書紀』（神代巻上）一書には、伊弉冉尊（イザナミ

ノミコト）は軻遇突智（カグツチ、火の神）の出産時にや

けどで死に、「紀伊国熊野の有馬村」に埋葬されたとあり、

それが当地とされている。しかしここも元々は原始神道の

霊場だったのであろう。

近くにはイザナミノミコトが、カグツチを生み落とした

と伝えられている場所に産田神社がある。

④ 丸山千枚田

熊野市から熊野本宮大社に向かう熊野古道の丘陵地に棚

田が広がる地域がある。今回も式典に参加した、大阪の徐

福研究家、石川幸子さんが以前ここを訪れ、情景を記述した美しい文章を紹介いたします。

「その途中思いもよらない風景に出会いました。突然眼下に視界が開けたのです。「丸山

千枚田」です。それはまるで稲作文化を彷彿とさせる絶景でした。語り部に問うと、少な

くとも 1600 年代には、2200 枚の棚田が
存在した記録が残されていたのです。

田植えの時期を迎えた棚田の中をゆ

っくり歩いて見ました。黒潮の通る雄

雄しい熊野の風土の中に、このように

穏やかな風景があるとは、思ってもい

ませんでした。あたかも、2200 年前、
徐福一行が熊野に着き、この地にも稲

作を伝え、民たちが穏やかに暮らす風

景が、私の脳裏に映し出されました。

もしかすると、これが徐福が理想とし

た風景なのかもしれません。」

高さ 45ｍの巨石の拝所

丸山千枚田

徐福文字岩
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５ 熊野三山、熊野古道と修験道
熊野三山とは、熊野速玉大社（新宮）、熊野

本宮大社、熊野那智大社の 3つの神社の総称。
本来は神仏習合の修験道の寺社であったが、

明治時代の神仏分離令により現在は神社とな

った。三社とも神社と一体となり仏教寺院の

建物があったが、廃仏毀釈により、那智の青

岸渡寺以外は全て破壊されてしまったが、青

岸渡寺は大きすぎて破壊できずにいたので、

現在に残されたとのことだ。熊野三山は、参

詣道である熊野古道、周辺の社寺を含め、平

成１６年、世界遺産に登録された。

① 那智山青岸渡寺

熊野那智大社と同じ敷地（現在は区分され

ているが）に豊臣秀吉により再建された那智

山青岸渡寺の建物が残されており、神仏習合

の雰囲気が強く残っている。「青岸渡寺」の

名前の由来は、資料や公的なホームページで

は確認できなかったが、道教の神仙思想から

きているのではないかと考えられる。

なお青岸渡寺は、観音信仰の霊場である「西

国三十三所」の第一番札所となっているが、

これは 12 世紀、上皇などの熊野詣でが盛んに
なったことから、順序が一番に替えられたと

いうことだ。

② 符札（牛王符）に残る道教の影響

熊野三山はいずれも符札（牛王符）を販売している。護符としての利用法のほか、牛王

符の裏面に起請文を書くことにより内容を熊野権現に対して誓ったことになる誓約書用紙

として用いる。修験者が売り歩くことにより、彼らの収入となった。

この符札は道教でも用い、道教の呪文が用いられていることもあることから、中国道教

からきているとされている。（『図説 日本の仏教 六 修験道の歴史と修験』による。）

破壊を免れた那智山青岸渡寺

熊野古道で出会った巡礼者？

那智大社の符札那智大滝を背景に記念撮影
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③ 補陀洛山寺 補陀洛渡海は道教の神仙思想を思わせる

熊野古道沿いに、休憩や宗教行事のための「王子」と呼ばれる社がおかれ、現在いくつ

かが王子神社として残っている。新宮の王子神社についてはすでに記述したが、那智山の

海岸近くにも「浜の宮王子」が残っている。ここ

の同一敷地とも言える隣接地に、補陀洛（ふだら

く）山寺がある。平安時代から江戸時代にかけて

この寺から三十数回、僧侶が小さな船に閉じこも

り 30 日分の食糧をたずさえて、南海の彼方にあ
ると信じられていた観音浄土を目指す「補陀洛渡

海（ふだらくとかい）」が行われた。「ふだらく」

はサンスクリット語で、南方の彼方にある観音菩

薩の浄土「ポタラカ」の音訳だというが、海の彼

方に仙人が住むという道教の神仙思想と似通って

いる。

④ 修験者が徐福伝説を伝えたか？

修験道は、山で修行を行う山岳信仰に仏教や神道が取り入れられた神仏習合の宗教だ。

修験道の実践者を修験者または山伏という。修験道は、また不老不死を求める道教の神仙

思想の影響を強く受けているという。熊野、佐賀県の金立山、富士山、男鹿、小泊など、

徐福伝説のある地域の多くが修験道の聖地であり、徐福研究者の多くも修験道と徐福伝説

の関連を指摘している。全国を歩いた熊野の修験者が徐福伝説を伝えたのだろうか。

ところで誰が道教を日本に伝えたのだろうか？「徐福が渡来したときに直接伝えた」、

と思いたいところだが、徐福の時代までさかのぼる道教の痕跡は確認されていない。また

道教が組織的に日本へ伝えられた形跡はなく、留学僧、留学生、渡来人等が持ち込み、仏

教などと習合したのではないかと推測されている。

６ 終わりに

今回の旅行では、記事で紹介した以外にも、昔の面影を残す熊野古道、自然が作り出し

た海岸の奇石、丹鶴城趾等を案内していただきました。熊野地方は歴史の宝庫であると共

に海と山の自然が美しい地域でもあります。

徐福に関しては、熊野地方では江戸時代以前から徐福伝承が深く民衆に根付いています。

今日にいたるまで、徐福の伝承を大事にして、行政が先に立ち徐福をもり立てていること

を知り、大変嬉しく思いました。

修験道と徐福との関わりも改めて感じさせられました。今後は各地の徐福伝説と修験道

の関連について検討していこうと考えています。このため、各地の徐福研究を行っている

方から、修験道と徐福伝説との関連の情報をいただけれは、ありがたいです。
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